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ボイスアイメーカーのユーザーマニュアル
第１章　概要
１. ボイスアイメーカーとは？
ボイスアイメーカーは編集が完了した文書のテキストを自動抽出後、ボイスアイシンボル（音声出力２次元バーコード）を簡単に作成し、原文とボイスアイシンボルが挿入された文書を出力することができるソフトウェアです。
ボイスアイメーカーはMS-Wordにプラグインでインストール、プログラムのインストール後にMS-Wordのメインメニューに「VOICEYE Maker」というメニューが追加されます。
２. ボイスアイメーカーの主要機能
○ 原本テキストの抽出
○ テキストデータの圧縮及びボイスアイシンボルの作成・保存します。
○ ボイスアイシンボルに保存される内容の読みを確認できます。
○ 音声再生時、自然に聞き取れるように内容を編集します。
○ 指定された位置にボイスアイシンボルの作成・出力し、印刷ができます。
○ ボイスアイシンボルをシールやラベルに作成、印刷ができます。
○ 一回のクリックで全てのページにボイスアイシンボルを自動で作成します。
○ 名刺用ボイスアイシンボル作成します。
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第２章　メーカープログラムの使い方
１. ボイスアイメーカーのメニュー
ボイスアイメーカーはMS-Wordのプラグインとしてインストールされます。 したがって特別のメーカープログラムを使う必要はありません。 MS-Wordプログラムを起動するとメインメニューにボイスアイメニューが作成され、メニューをドロップダウンするとボイスアイ作成のためのサブメニューが表示されます。
［全ページのシンボルを作成］ 、［現在のページのみシンボルを作成］ 、または［選択範囲のみシンボルを作成］のメニューでは、現在開いている文書の全ページ、現在のページ、または選択範囲のみのボイスアイシンボルを作成することができます。
［環境設定］のメニューはボイスアイシンボルに保存される内容の言語、シンボル解像度、シンボルサイズ、シンボルを印刷する位置などの設定ができます。
［名刺用のシンボルを生成］のメニューで名刺用のボイスアイシンボル作成ができます。
※ボイスアイシンボルを作成する前の注意事項
   ① 文書に図表がある場合、注意が必要です。特に図表が２ページ以上になる場合、ボイスアイシンボルが実際のページの内容と異なる場合がありますので、図表が２ページ以上にならないように事前に編集してください。
② 図表がページの１ラインから始まり、最後のラインで終わる場合、ボイスアイシンボルが１行ずつずれる現象が起きることがあります。したがって図表で開始されるページは１行目を空行にしてください。
２. ボイスアイシンボルの作成
１) ［全ページのシンボルを生成］
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ボイスアイメニューの［全ページのシンボルを生成］を選択して実行すると、全ページの内容が保存されるボイスアイシンボルが自動作成されます。
著作権保護の有無と言語を選択した後、確認ボタンをクリックします。
著作権保護で「はい」（保護する）を選択した場合、音声に出力された内容がコンピューターやその他装置のテキストファイルでコピーまたは送信されることができないように保護されます。
ボイスアイシンボルに保存されるテキストの内容が、ページ毎にボイスアイエディター画面に表示されます。
また、ボイスアイエディターで音声出力の内容を編集したり、実際の音声で聞くことができます。
ボイスアイエディターについては次の３．ボイスアイエディターの項目で説明します。
２) ［現在のページのみシンボルを生成］および［選択範囲のみシンボルを生成］
現在のページの内容や、選択範囲で設定した内容のボイスアイシンボルを作成することができます。 

その処理過程は［全ページのシンボルを生成］で作成する方法と同一です。
３. ボイスアイエディター
ボイスアイエディターは、ボイスアイシンボルの生成（［全ページのシンボルを生成］、［現在のページのみシンボルを生成］、［選択範囲のみシンボルを生成］）処理後に起動します。
１) 文書名
ボイスアイシンボルを作成する原本の文書名が表示されます。
２) ボイスアイ挿入
ボイスアイシンボルを原本ページに挿入します。左側のボタンは全てのページに、中央上端のボタンは選択したページに挿入されます。ボイスアイシンボルは該当ページの環境設定で指定された位置に挿入されます。 
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３) イメージ保存
ボイスアイシンボルを指定フォルダにファイル（画像）として保存することができます。左側のイメージ保存ボタンは全てのボイスアイシンボルを、中央上端のイメージ保存ボタンは選択したページのボイスアイシンボルを保存します。ファイルはBMPファイル形式で保存されます。
 ４) ボイスアイ削除
原本文書に挿入されたボイスアイシンボルを削除することができます。
左欄で該当のページを選択した後、［ボイスアイ削除］ボタンを押せば、そのページにあるボイスアイシンボルが削除されます。
５) ボイスアイシンボル内容編集
正確な情報を伝達するために、ボイスアイシンボルに保存される内容（音声出力の内容）を編集することができます。このために内容を実際の音声で読み上げて確認する機能を持っています。
ボイスアイ目録から該当のページを選択すると、内容がエディターに表示されます。ボイスアイシンボルのサイズと解像度、言語などを確認することができます。また、［再生］ボタンをクリックすると、該当の内容を音声で確認でき、内容が不自然な場合には修正することができます。修正した後に［保存］ボタンをクリックすれば修正された内容をボイスアイシンボル用のデータとして保存します。
 内容を再生する際、聞き取りやすくするためのメニューがあります。一時停止/再生、停止、音声速度調整の機能を必要に応じてご利用下さい。
６) 解像度の変更
環境設定で指定したボイスアイシンボルのサイズや解像度に収まるデータ量より大きい場合、ボイスアイシンボルの作成に失敗することがあります。
その場合、該当するボイスアイを選択し解像度を変更するか、環境設定でバーコードのサイズを大きくすればボイスアイシンボルを作成することができます。
７) 原本文書、保存された内容、ボイスアイで作成された内容管理
① 原本文書
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ボイスアイシンボルを作成すると原本文書の内容が編集画面に表示されます。
※注意
ボイスアイシンボルを作成すると常に原本の内容が編集画面に表示されます。
したがって、ボイスアイシンボル作成後に内容を修正・編集し保存又はシンボルを原本文書に挿入した場合、その内容を下記の②と③の作業によって呼び出すことができます。
② 保存したデータの読み込み
［保存］ボタンによって、保存されたデータを読み込む機能です。 タイトルや内容を修正したら保存する必要があります。保存しないでボイスアイエディターを終了すると、編集した内容は破棄されます。
③ 挿入したデータの読み込み
ボイスアイシンボルの内容をボイスアイエディターで修正した後、原本文書に挿入したボイスアイシンボルの内容をまた呼び出す機能です。
全体選択をチェックした後、保存されたテキストデータを呼び出します。
また、ページ別に呼び出すこともできます。
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８) ボイスアイラベル作成
ボイスアイエディターで選択した文書のボイスアイシンボルを、ラベル出力用紙に合わせて制作・印刷できます。
ラベルはボイスアイシンボルが無い印刷物に貼って使用することが出来ます。
① ボイスアイラベル作成ボタンを押します。
② ラベル位置の行と列を確認して指定します。ラベル用紙を節約するためのものです。
③ 指定位置にボイスアイシンボルが作成されます。
※注意
ラベル印刷のための用紙は規格サイズを使用してください。
ラベル用紙はFormtec社にて製作された3110規格をおすすめします。
４. 環境設定
ボイスアイ環境設定で各種の初期値を設定することができます。ボイスアイを作成した後、エディターが表示された状態で、環境設定によりボイスアイシンボルの位置のみが変更可能です。これはボイスアイシンボルが作成されると、該当のシンボルに、言語、解像度などの条件が保存されているからです。したがって、解像度、言語、ページ作成方法、大きさなどについては、ボイスアイシンボルを作成する前に設定してください。
１) 一般のタブメニュー
① 言語設定初期値
ボイスアイ作成のための言語を設定します。
② ボイスアイ作成方法
ボイスアイを各ページ単位、または２ページ単位で作成するのか、を設定します。
２ページ単位で作成する場合、その開始ページを指定することができます。指定された開始ページ以前までは各ページ別で一つのボイスアイシンボルが作成されますが、指定した開始ページからは２ページ単位で一つのボイスアイシンボルを作成します。
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作成されたボイスアイシンボルは開始ページに＋１をしたページにシンボルが挿入されます。
例えば、開始ページを３ページとしたら、３、４ページの内容が保存されたボイスアイシンボルは４ページ目に作成されます。
２) 大きさ及び解像度のタブメニュー
ボイスアイシンボルのサイズと解像度を設定できます。
1 シンボルのサイズ
シンボルのサイズ とは、ボイスアイシンボル（四角形バーコード）の大きさを示します。大きいシンボルほど多いデータが保存できます。したがって、ボイスアイの作成が失敗した場合は、大きさを1mmずつ増加することをおすすめします。
② シンボルの解像度
解像度とはバーコードの点の密度を示し、密度が高ければより多いデータが保存されます。
シンボルの解像度で「解像度及び補正率を自動設定する」を選択（チェック）した場合、それぞれのボイスアイの作成時に自動的に適切な解像度と補正率を調節します。
解像度と補正率の最小値と最大値及び自動増加値を指定することができます。
解像度は最小値から始めて、設定された最大値まで原本のデータ量に応じて自動的に調整されます。
「解像度及び補正率を自動設定する」をチェックして、解像度の最小値は300dpi、最大値は1200dpiにします。但し、一般的なレーザープリンターをご使用の場合、解像度の最大値を600dpiに設定してください。
補正率は最大値から最小値まで自動的に調整されます。
３) 位置のタブメニュー
ボイスアイシンボルの挿入位置の設定を行います。
位置は基本設定値（右側上端）をそのまま利用してください。
※挿入位置を修正する場合、ボイスアイのスキャナーと印刷物の右側上端角を合わせても自動認識できない場合がありますので、最適な余白値を設定して下さい。（余白値：　12mm ～ 18mm）
４) ラベルのタブメニュー
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ボイスアイラベルの印刷の前に、サポートするラベルで使用する用紙を選択します。
実際に使用するラベル用紙を設定する事で、ボイスアイラベルを正しい位置に印刷することができます。
５. 名刺用のシンボル作成
ボイスアイシンボルに名刺の情報を保存する機能です。名刺の各項目別に内容を入力すると実際の名刺に印刷可能な　横 1.1cm ×　縦 1.1cmのボイスアイシンボルが作成されます。そのシンボルイメージを名刺印刷時に右側上端に印刷すれば視覚障害者も名刺情報を確認することができるようになります。
１) ボイスアイ名刺の項目入力
メニューから名刺用のシンボル作成をクリックすると、入力画面が表示されます。
黄色のフィールドは必須入力事項です。
２) 解像度と言語の設定
すべての内容を入力した後、解像度と言語を確認して作成ボタンをクリックした後、 名刺のイメージを保存 

するフォルダを選択してください。そこに名刺情報が記録されたボイスアイシンボルイメージが保存されます。 印刷 する時、これを名刺と一緒に印刷してください。
名刺用ボイスアイシンボルは大きさが横縦11mmです。 作成が失敗した場合には情報を再度編集してデータ容量を減らしてください。
３) 音声読み確認及び修正
名刺作成後に再生ボタンをクリックすると、音声合成エンジンを通じて読み確認ができます。
速度コントロールキーを通じて音声出力速度コントロールもでき、修正ボタンをクリックすると内容を修正することができます。
　　 　 ※速度コントロールは音声出力を中止した後に、使用できます。
６. ヘルプ
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ボイスアイメニューの［ヘルプ］を選択するか、ボイスアイエディターにて［F1］キーを押すと、ヘルプが表示されます。
７. ボイスアイメーカー情報
ボイスアイメーカープログラムのバージョン情報とプログラムの国際協約、著作権、知的財産権などの注意事項の情報を確認することができます。
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付録
１. ショートカットキーの要約
ショートカットキーを使うと、効率的に機能を実行することができます。
① 内容編集に関するショートカットキー
Ctrl+Q、閉じる / 終了、 ボイスアイエディターを閉じる
Ctrl+F 、検索、内容の文字列を検索
F3、次を検索、次の文字列を検索
Ctrl+H、置換、特定文字を他の文字に変える
Ctrl+C、コピー
Ctrl+X、切り取り
Ctrl+V、貼り付け
Ctrl+Z、元に戻す、前の操作に戻す
Ctrl+A、すべて選択、内容全体を選択
Ctrl+Shift+T、タイトル入力 / 修正、タイトル編集後にエンターキーを押すと編集画面にカーソルが移動
Ctrl+S、現在文書の内容保存、文書保存時にボイスアイシンボルにも反映される
Ctrl+Shift+S、すべて文書の内容保存
F5、保存された内容表示、Ctrl+Shift+P 該当の内容を適用する
F6、ボイスアイに保存された内容表示、Ctrl+Shift+P 該当の内容を適用する
② ページに関するショートカットキー
Ctrl+Shift+A、ページ全体の選択または解除
Ctrl+上方向キー又は下方向キー、 前または次のページに移動 

Ctrl+Shift+上方向キー又は下方向キー、 ページを選択した後に前または次のページに移動
③音声に関するショートカットキー
Ctrl+R、音声再生、 再生時には一時停止、一時停止時には再生
Ctrl+U、 一時停止
Ctrl+T、停止
F8、ハイライト機能設定 と解除、ハイライト機能解除時には既存スクリーンリーダーが読まない
Ctrl+ページアップ 、音声速度速く
Ctrl+ページダウン、音声速度遅く
④ボイスアイシンボルに関するショートカットキー
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Shift+Delete、ボイスアイシンボル削除 、 文書内のボイスアイシンボルも一緒に削除される
Ctrl+Y、 全体文書のボイスアイシンボルを挿入
Ctrl+Shift+Y、 選択された文書のボイスアイシンボルを挿入 
Ctrl+E、 全体ページのボイスアイシンボルイメージを指定したフォルダに保存
Ctrl+Shift+E、 選択したページのボイスアイシンボルイメージを指定したフォルダに保存
Ctrl+L、 全体ページのボイスアイラベルを作成 
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2. 印刷時の注意事項
①　一般的なプリンターの場合
プリンターの解像度設定値は、ボイスアイシンボル解像度以上の印刷品質が必要となります。
したがって、ボイスアイシンボルの解像度が600dpiであればプリンターの印刷解像度も600dpi以上でなければなりません。インクジェットの場合も同様の注意をしてください。
②　オフセット印刷時
ボイスアイシンボルは白黒（モノクロ）で出力してください。
カラーが含まれたページの場合には、ボイスアイシンボル（バーコードイメージ）は白黒に出力されるようにプリンターの設定を行ってください。
③　 一般マスター印刷(軽印刷)
ボイスアイシンボルの点が固まって（ツブレて）しまうためバーコード認識が不可能です。
したがって、ボイスアイシンボルの付いた文書は、一般マスター印刷では行わないでください。
· この印刷については、別途専門のソフトなどあります。
